

































Creation of Fashion Trends and Literature: 










井呉服店時代の『花ごろも』［明治 32〔1899〕年刊行］を皮切りに，明治 36〔1903〕年 8 月からは月刊誌
として『時好』を，その廃刊後には『みつこし（三越）タイムス』，明治 44（1911）年 3 月からは『三越』






















































2013 年 7 月の調査段階で確認できている『今様』の巻号と所蔵先
は表の通りで，株式会社松屋に保存されている 23 冊，田中本家所蔵
の 15 冊，同じく東京大学大学院法学政治学研究科附属近代日本法政
史料センター内明治新聞雑誌文庫の 15 冊，国立国会図書館の 4 冊，












あるが，記事の頁が最も充実しているのは明治 45〔1912〕年から大正 2〔1913〕年の 2 年間で，以
後は次第に減少し，ほとんど商品紹介頁のみで構成されるようになる。前にも述べた「松屋文芸」
などの文芸欄は，その 2 年間に設けられたものだ。
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刊行年月日 松屋 田中 東大 国会 私蔵
明治 39 年 9 月 28 日（秋の巻） 〇 〇
明治 40 年 4 月1 日（第弐年第弐号　春の巻） 〇 〇 〇
明治 40 年 10 月 25 日（秋の巻） ○ 〇
明治 40 年 12 月 30 日（冬の巻） 〇 〇
明治 41 年 3 月 25 日（春の巻） 〇
明治 41 年 6 月1 日（夏の巻） 〇
明治 42 年 4 月1 日（春の巻） 〇
明治 42 年 6 月15 日（夏の巻） 〇
明治 42 年 10 月 22 日（秋の巻） 〇 〇
明治 42 年 12 月 31 日（冬の巻） 〇 〇 〇
明治 43 年 5 月15 日（夏衣の巻） 〇 〇
明治 43 年 10 月 5 日（冬衣の巻） 〇 〇
明治 44 年 1 月1 日（新年の巻） 〇 〇 〇
明治 44 年 5 月 8 日（夏衣の巻） 〇 〇 〇
明治 44 年 8 月10 日（葉月の巻） 〇 〇
明治 44 年 10 月 5 日（冬衣の巻） 〇 〇 〇
明治 45 年 1 月1 日（新年の巻） 〇 〇 〇 〇
明治 45 年 5 月1 日（夏衣の巻） 〇 〇 〇
明治 45 年 6 月13 日（六月号） 〇
明治 45 年 7 月1 日（七月号） 〇
明治 45 年 8 月1 日（八月号） 〇 〇 〇
大正元年 10 月1 日（冬衣の巻） 〇 〇 〇
大正元年 10 月 31 日（十一月号） 〇 〇 〇
大正 2 年 1 月1 日（第八年新年号） 〇 〇 〇
大正 2 年 5 月1 日（五月号） 〇 〇 〇
大正 2 年 6 月1 日（六月号） 〇 〇
大正 2 年 10 月1 日（十月号） 〇 〇
大正 2 年 11 月1 日（十一月号） 〇 〇
大正 2 年 12 月1 日（十二月号） 〇 〇 〇
大正 3 年 4 月1 日（大正博覧会記念号） 〇
大正 3 年 5 月1 日（五月号） 〇 〇
大正 3 年 7 月1 日（七月号） 〇
大正 3 年 10 月18 日（十月） 〇 〇 〇
大正 4 年 5 月1 日（夏衣の巻） 〇
大正 4 年 10 月 5 日（冬衣の巻） 〇 〇
大正 5 年 5 月 24 日（六月号） 〇
大正 6 年 4 月 30 日（五月号） 〇
大正 6 年 10 月1 日（十月号） 〇
大正 7 年 1 月？（※奥付なし　一月号） 〇
大正 7 年 5 月1 日（五月号） 〇
大正 8 年 10 月1 日（十月号） 〇
大正 9 年 5 月1 日（五月号） 〇
大正 14 年 5 月15 日（大正十四年夏裾模様之巻） 〇




















治 45〔1912〕年から大正 2〔1913〕年にかけての『今様』だ。その内現段階で確認できたのは 13 冊
で，以下はその中でも特に文芸欄が充実している 7 冊の記事一覧である。









　【七月号　明治 45〔1912〕年 7 月 1 日発行】
東洋大学・女子大学教授 高島平三郎「家庭の趣味」




























































　【六月号　大正 2〔1913〕年 6 月 1 日発行】
山田敬中 鏑木清方談「夏の女風俗」
太田杏村「幕末の流行と纃の起源」







る。例えば，明治 40〔1907〕年 10 月発行の「秋の巻」には，永島永洲の「小春日和」という小説
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に印刷物を配布して，学校掲示場へ掲示を請ひ，生徒諸嬢の投稿を募りし」と記されているように，
その懸賞は「特別号」である第八年新年号［大正 2〔1913〕年 1 月］の誌面を充実させるために女学












45〔1912〕年 6 月 25 日に浜町岡田楼で開催され，以後，月 1 回のペースで会合がもたれた
（16）
。会員は






















































































































































































































































































































，連作は，「お米と十吉」［『新小説』明治 45〔1912〕年 1 月］，「なりゆき」［同　同





















































野菊次郎名で応募した懸賞当選作「Prologue」［『太陽』明治 44〔1911〕年 7 月 1 日］の選者が小山内
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SEZAKI Keiji
Creation of Fashion Trends and Literature: 
Literary Columns in Imayou issued by Matsuya Gofukuten
In the Meiji 30s (1897–1906), kimono fabrics stores launched their booklets while developing into 
department stores. The booklets of kimono fabric / department stores served not only as a medium to 
introduce their products and create modern fashion trends but also as a literary magazine to offer many 
articles to read. This was particularly prominent in the booklets published by Mitsukoshi and Shirokiya. 
Another similar example was Imayou, issued by Matsuya Gofukuten for the first time in 1906. It is pre-
sumed, from the information available at present, that Imayou published from 1912 to 1913 often con-
tained literary columns. These columns, as well as the booklets of Mitsukoshi and Shirokiya, were mainly 
written by scholars with a profound knowledge of Edo culture, literary authors of older generations, and 
intellectuals of the times. It is also found that a society called “Imayou-kai” was established in 1912, con-
sisting of newspaper journalists and advertising agents. Imayou published many literary works similar 
to those in the booklets of Mitsukoshi and Shirokiya. They mainly depicted consumption activities in the 
daily lives of newly-weds, families, and couples. Imayou, however, also offered some unique works, such 
as Hashi Mukou (Over the Bridge) by Kyōka Izumi, Yokujō-no-Gogo (The Afternoon of the Bathhouse) and 
Mijikaki Yume (A Short Dream) by Ujaku Akita, and Koteru-to-Tsuruyo (Koteru and Tsuruyo) by Mantarō 
Kubota. Compared with other novels in Imayou, their objectives were unclear, which was reflected in 
their unique expressions. In addition, it is worth noting that newly emerging writers such as Ujaku and 
Mantarō contributed their works to Imayou since most literary works in the booklets of kimono fabric / 
department stores were written by authors of older generations. This makes Imayou an important maga-
zine to analyze.
Key words: Edo taste, Kyōka Izumi, Ujaku Akita, Mantarō Kubota
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